
いじめ防止子どもサミット後の市町村及び学校の取組状況

◆いじめ防止等に関わる県内各市町村・学校の取組

分類（実施市町村数） 実施している内容（計画を含む）

・児童会生徒会交流会によるいじめ防止の意見交換

・児童会、生徒会主催による情報交換、意見発表会や宣言文の読み合わせ

・市長と生徒会の代表者が意見交換

・小学校間での交流会を実施　中学校につながる仲間づくり

・隣接する中学校と合同のいじめに関する人権学習会を実施

・子ども議会での問題提起、取組の発信

・生徒会、市町村独自のいじめ防止宣言の策定と発信

・小学生の手話の発表会で「いじめゼロ宣言」を発信

・学校行事において学校のいじめ防止の取組を発信

・人権標語によるいじめ防止の啓発

・いじめ防止ポスターの製作と掲示

・世界人権デーからの１週間、全校児童と全教職員が「いじめストップ」と書いたワッペ
ンを着用

・生徒会がいじめ防止アンケートを作成し実施

・「いいとこさがし」、「美しい言葉週間」、「ありがとうカード」などの取組を行い、
小中学校における自尊感情の醸成や他者理解能力. 友達のよさに気付き、認めようとする
心情と態度の育成を通して、いじめ防止の取組を支援

・友人から受けた嫌な言動に対して意思表示できる「レッドカード」の取組

・いじめの早期発見、早期対応ができるよう児童生徒の悩みや意見を聞く目安箱等の設置

・ＮＨＫ主催の取組に応募　いじめ防止行動宣言を策定

・キャリア教育の一環で中学生も参加する人権コンサートを通していじめ防止を啓発

・市町村「いじめサミット」の開催

・道徳フォーラム（児童生徒・保護者　地域参加）で、いじめ防止への取組

・市町村主催の定例行事に児童生徒が参加し、いじめ防止をテーマにした取組を発表

・高知県警と連携したいじめ防止のワークショップを計画中

・外部人材を活用、協力による学習会の実施（工科大生による小学校高学年児童へのネッ
ト利用に関する学習会、人権擁護委員による小学生へのいじめ防止をねらいとした人権学
習の実施）

・ネットいじめやネット問題をはじめとする、人権講演会の実施（児童生徒・保護者　地
域参加）

◆今後の方向性（案）

その他
（３）

☆全県的なサミット（交流会）は、３年に１回実施。
☆交流会につなぐ２年間は、ブロックや学校・市町村単位で実施。
☆実行委員会を継続的に実施し、リーダーを育成。
☆児童会・生徒会を中心として各学級に取組を浸透。
☆子どもたちの状況に応じたテーマを設定。

【計画例】
Ｈ２６　いじめ防止子どもサミット
Ｈ２７　ネット問題を子どもと大人で考えるフォーラム
Ｈ２８　児童会・生徒会交流集会（ブロックごとに開催）
Ｈ２９　児童会・生徒会交流集会（全県的に開催）
Ｈ３０　児童会・生徒会交流集会（各学校や市町村規模で開催）

交流活動
意見交換
（３１）

情報発信
宣言
（２６）

意識高揚
（１０）

行動化
（１５）

メディア等活用

の啓発

（４）

地域一体
連携活性化

（９）
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